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市
は
、
十
一
一
月
二
十
包
呂
、
日
景
七
十
五
ト
ン
約
十
七
万
人
分
の
処
理
能
力
を
も
っ
新

U
い
ご
み
焼
都
場
の
欝
設
工
事
に
欝
手
し
ま
し
た
。
こ
の
捜

部
場
ほ
、
現
在
し
尿
処
理
場
が
お
か
れ
て
い
る
大
神
濡
搭
作
業
所
に
つ

<
b

れ
る
も
の
で
、
総
工
賞
式
千
一
一
官
民
十
万
円
を
投
じ
こ
と
し
い
っ
ぱ
い

に
完
成
の
予
定
で
す
。
現
在
の
ご
み
処
理
は
十
一
万
人
台
臼
議
約
四
十
ト
ン
一
穂
度
で
す
か

b

、
七
十
五
ト
ン
処
理
能
力
は
昭
和
四
十
四
年
ご
ろ
ま

で
、
杏
荷
車
焼
却
が
で
き
る
と
す
る
計
開
闘
で
晶
り
、
岨
唱
拍
立
て
な
ど
に
ま
わ
し
て
い
る
苦
肉
の
削
抽
選
方
法
は
こ
と
し
限
自
で
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
予

定
で
す
。
こ
れ
と
は
別
に
、
去
る
十
月
に
は
殉
じ
大
神
清
掃
作
業
所
に
処
理
能
力
百
二
十
六
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
+
一
一
万
人
分
の
し
尿
仇
現
場
潜
設
工
事

ハ
一
一
一
か
年
計
画
・
エ
賢
一
億
七
平
七
百
四
十
五
万
巴
を
着
工
、
調
設
の
霊
と
品
わ
せ
、
こ
の
夏
ま
さ
は
埋
没
処
理
を
一
切
な
く
し
、
今
後
人

ロ
が
十
八
万
人
に
達
す
る
昭
和
田

十
五
年
ご
ろ
ま
で
し
尿
処
理
の
心

配
が
な
く
な
る
と
発
表
し
た
ば
か

り
で
品
位
、
清
掃
事
業
は
今
明
年

中
に
大
き
な
充
実
を
み
せ
る
見
と

お
し
と
な
り
ま
し
た
。
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成 .17万人まで

一一既設し尿処建場構内一一

こ
れ
に
つ
い
て
清
掃
諜
で
は
、

「
ご
み
焼
却
日
量
七
十
五
ト
ン
は
ほ

ぼ
人
口
十
七
万
分
に
当
白
、
現
在
の

み
と
お
し
で
昭
和
四
十
四
年
ご
ろ
ま

で
ご
み
の
会
震
を
完
全
処
理
で
き
る

も
の
だ
。
現
在
の
収
集
需
が
約
闘
十

ト
ン
だ
か
ら
当
面
能
力
に
余
裕
を
も

つ
こ
と
に
窓
口
、
も
ち
ろ
ん
埋
め
立

て
地
に
ま
わ
す
な
ど
の
一
小
売
会
な
処

理
を
一
掃
で
曹
る
図
ま
た
、
将
来
人

口
が
さ
ら
に
ふ
く
れ
る
こ
と
を
予
践

し
、
日
量
一0
0
ト
ン
処
理
ま
で
場

設
が
で
き
る
よ
う
設
計
よ
考
え
て
あ

る
。
一0
0
ト
ン
と
い
え
ば
二
十
万

か
ら
こ
十
三
万
人
分
に
あ
た
り
、
昭

和
五
十
年
ご
ろ
ま
でO
K
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
い
ま
ま
で
ご
み
の
排

出
議
は
人
口
一
人
当
り
平
均
五
百
グ

ラ
ム
と
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
は
生

活
程
度
が
あ
が
り
、
一
人
一
回
六
国

グ
ラ
ム
か
ら
七
百
グ
ラ
ム
寝
度
を
考

え
ね
ば
な
ら
な
く
怠
っ
て
い
る
。

と
ん
ど
大
神
清
掃
作
業
所
に
新
設
ナ

る
焼
却
場
の
施
設
上
の
特
徴
と
し
て

は
、
①
持
ち
込
む
と
み
は
自
動
車
ど

と
計
量
で
昔
、
即
時
焼
却
島
部
記
援

で
き
る
よ
う
自
動
ば
か
む
笠
備
え
た

②
焼
郊
後
の
灰
は
、
ボ
タ
ン
ひ
と
つ

で
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
よ
っ
て

集
積
場
に
運
び
自
動
的
に
自
動
車
に

穣
み
込
む
こ
と
が
で
宮
る
、
③
特
別

な
洗
煙
装
蜜
を
つ
け
、
付
近
の
住
宅

や
工
場
な
ど
に
煙
に
よ
る
九
一
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
施
設
す
る
、
④
施
設

は
衛
生
的
、
能
力
的
に
処
逗
作
業
が

行
な
え
る
よ
う
設
計
し
た
、
社
ど
の

点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
施
設
が
完
成
す
れ
ば
、
県
下
で

も
有
数
の
ど
一
み
焼
却
場
を
も
っ
と
と

に
な
ろ
う
。
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

甫
長
と
し
て

最
後
の
正
月

市長国語己

明
け
ま
し
て
お
間
同
胞
度

5
0

昨
年
は
、
台
風
も
よ
け
て
適
担
、
火
災
な

ぞ
も
、
大
事
に
軍
一
る
よ
う
な
こ
と
も
友
く
、

先
ず
も
っ
て
無
災
筈
の
一
年
だ
っ
た
と
申
せ

ま
し
ょ
う
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
市
縦
一
一
一
十
周
年
記
念
式
典
も
、
新
築
の
市
民
セ
ン
タ
ー
で

賑
や
か
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
、
ホ
ー
ル
も
利
用
し
ま
し
た
し
、
つ
つ
い
て
結

矯
式
場
と
し
て
み
な
さ
一
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
半
年
ほ
ど
の
間
に
百
二
十
組

か
ら
の
単
式
を
み
ま
し
た
。
安
年
は
、
婚
礼
に
は
京
向
き
だ
な
ぞ
と
骨
回
っ
て
意

ら
わ
れ
て
い
た
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
と
の
盛
日
間
で
し
た
か
ら
、
さ
ら
に
今
年
は

も
っ
と
も
っ
と
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

つ
い
で
、
審
ち
か
く
、
市
庁
舎
敷
地
の
払
下
価
格
も
決
定
壱
み
、
市
議
会
で

は
橋
場
一
設
で
質
収
誉
議
決
、
今
年
度
に
は
整
地
か
ら
起
工
誌
に
ま
で
と
ぎ
つ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
、
募
も
押
し
つ
ま
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
ナ
が
、
闘
回
押
焼
日
抑
揚
の
起

工
式
も
ナ
ま
せ
ま
し
た
。
す
ぐ
工
事
に
か
か
り
ま
す
か
ら
、
ゴ
ミ
処
沼
田
も
し
ば

ら
く
の
ご
し
ん
ぼ
う
で
す
。
ほ
と
ん
ど
同
時
に
、
十
年
こ
の
か
た
の
懸
出
品
目
に
怠

っ
て
い
た
火
葬
場
も
新
築
に
な

D

、
十
二
月
二
十
六
日
に
は
火
入
式
を
す
ま
せ

ま
し
た
。
一
ニ
月
に
は
、
待
合
室
か
ら
控
所
、
部
援
な
ぞ
も
完
成
し
ま
ず
か
ら
、

も
う
舟
ま
で
の
よ
う
に
、
ィ
ヤ
な
気
持
ち
で
野
辺
の
送
り
も
せ
ず
に
す
み
ま
し

ょ
う
。
近
代
的
な
、
し
よ
う
し
ゃ
な
、
小
公
開
闘
を
も
ふ
く
ん
だ
火
葬
場
が
で
き

ま
す
。

深
夜
処
理
装
置
の
大
港
設
割
引
留
に
つ
い
て
は
、
ず
で
に
お
知
ら
せ
し
た
遜

D

で
、
と
の
地
域
に
、
す
A
て
の
終
末
処
湾
施
設
が
そ
ろ
っ
て
完
備
さ
れ
る
わ
け

で
す
。
一
笛
所
に
、
そ
の
う
え
広
い
、
部
先
の
よ
い
地
域
に
、
ひ
と
ま
と
ゆ

に
、
開
出
出
陣
、
鹿
芥
、
火
葬
の
諮
施
設
の
、
し
か
も
近
代
的
本
装
震
が
、
か
〈
も

多
額
の
費
用
品
γ投
り
て
宛
開
閉
さ
れ
て
い
る
都
市
は
ほ
か
に
あ
り
ま
す
ま
い
。
こ

れ
ら
は
昨
卑
度
内
の
事
業
と
し
て
特
世
帯
ナ
ベ
吉
こ
と
と
思
い
ま
ナ
。

そ
の
他
、
安A京
都
市
の
古
一
言
、
美
化
運
動
の
推
進
攻
ぞ
、
か
え
り
み
れ
ば
、

昨
年
監
な
か
な
か
仁
が
し
い
缶
で
し
た
が
、
わ
た
く
し
に
し
て
み
ま
ナ
と
、
す

で
に
各
報
道
機
関
を
通
じ
て
公
表
し
た
こ
と
で
ナ
か
ら
、
み
な
さ
ん
も
ど
京
知

と
患
い
ま
ナ
け
れ
ど
、
今
年
の
凶
月
に
行
本
わ
れ
る
市
長
選
挙
に
は
、
立
俣
繍

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、ζの
一
一
一
十
七
年
度
が
任
問
聞
の
一
最
終
年
度
に
な
る
わ
け
で

ナ
か
ら
、
言
わ
ば
、
仕
上
げ
の
年
、
こ
の
お
正
月
が
、
市
長
と
し
て
み
な
さ
ん

に
と
あ
い
さ
つ
の
で
吉
る
最
後
の
お
疋
月
で
ナ
。
ど
う
か
、
昨
年
に
ひ
吉
つ
づ

き
、
A
A守
誌
も
、
災
害
を
ま
ぬ
か
れ
、
わ
が
平
塚
市
が
、
み
な
さ
ん
の
協
わ
に
よ

っ
て
、
発
展
と
繁
栄
の
一
一
暗
号
進
み
得
る
よ
う
念
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

戸
附
川
貞
雄

仁>今月の主な詑纂く1
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第 134 号

文
化
踏
切

窓
体
交
差

国
鉄

事
分
に
一
位
協
四

マ
昨
年
十
ニ
月
十
一
ニ
臼
招
集
の
十
一
一
丹
市
議
合
定
例
会
は
、
飽
和
一
一
一
十
六
年
度
決
算
八
件
、
路
和
三
十
七
年
ム

W
重
量
事
霊
議
案
二
十
五
件
を
霊
可
決
し
十
一
一
月
二
+
臼
障
会
し
ま
し
た
。
こ
の
定
例
議
会
で
叫

マ
き
ま
っ
た
こ
と
の
う
右
、
ま
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ム

ら

ー
審
曽
野
中
学
校

2

富
士
箆
公
民
館

3

県
立
江
南
高
校

4

江
問
問
中
学
校

5

見
附
台
体
育
館

6

市
役
所
市
民
課



か 第 134 号

い
ま
、
舟
照
的
に
。
ょ
っ
ば
ら
い
運
転
追
放
運
動
。
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
年
末
年
始
気
分
に
砕
う
十
二

月
か
ら
一
月
に
か
け
て
、
酒
気
持
び
運
転
が
激
増
す
る
の
が
毎
年
の
例
で
あ
り
、
し
か
も
、
沼
気
骨
帯
び
て
起
す
交

通
事
故
は
い
ず
れ
も
大
吉
な
も
の
が
長
い
と
し
て
、
こ
の
連
荒
闘
の
推
進
母
体
で
あ
る
県
変
通
安
全
運
闘
能
進
協
議

会
、
欝
袋
署
、
安
A京
協
議
会
な
ど
は
き
わ
め
て
し
ん
け
ん
な
態
度
で
こ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
ナ
。

の
ぞ
ま
れ
る
台
所
か
ら
の
批
判

f第 3 種郵便物認可〉つら

% 

".1/)" しっ

{
市
内
容
〕
新
有
権
者
と
し
て
の
民
主

政
治
、
と
く
に
選
挙
に
対
す
る
自
覚

を
内
容
と
す
る
も
の
・
:
標
題
は
自
由

甲
枚
数
・
一
一
向
宇
吐
柏
原
稿
用
紙
十
枚

以
内
ま
た
は
四
百
字
詰
五
枚
以
内

暫
応
募
資
格
・
昭
和
十
七
年
一
月
一

日
か
ら
昭
和
十
八
年
十
一
日
付
一
一
一
十

手
日
ま
で
の
慌
に
生
れ
た
入

曹
応
募
・
一
月
二
十
一
日
ま
で
に
東

京
都
千
代
田
医
暗
殺
ケ
関
一
の
二
自

治
省
選
管
局
管
理
課
あ
て
郵
送
の

こ
と
。
住
所
氏
名
性
別
生
年
月
日

職
業
を
末
尾
に
明
記
の
こ
と
。

曹
賞
金
@
一
等
二
万
円
、
二
等
一
万

円
、
三
等
五
千
円
、
佳
作
宏
子
名

曹
そ
の
他
・
封
筒
の
表
面
左
下
に
感

想
文
在
中
と
開
明
一
記
の
こ
と
、
応
募

作
品
は
返
さ
れ

ま
せ
ん
。
入
選

作
は
公
明
選
挙

に
自
由
に
使
用
。
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離
れ
公

市
財
政
課
は
、
仲
町
器
十
一
一
月
一
門
出
第
一
一
一
十
宙
局
の
財
政
事
業
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
財
政
事
情
は
条
例
の
定
め
に
も
と
ず
い
て
年

二
回
撞
脅
す
る
も
の
で
す
。
ム
『
同
闘
は
昭
和
一
一
一
十
六
年
度
の
決
算
と
飽
和
三
十
七
年
度
一
間
半
綴
(
四
月

2
九
汚
)
の
市
財
政
の
運
賞
状

況
を
鋭
磁
し
て
い
ま
す
e

財
政
培
打
政
を
数
字
で
あ

b

わ
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
数
年
開
聞
の
健
全
賠
政
の
効
果
を
大

き
く
盤
宇
が
し
め
し
て
い
ま
す
。

512 

八
十
一
一
一
万
余
円
も
ふ
え
て
い
ま
す
。

市
有
財
箆
額
は
、
前
良
一
人
あ
た
り

二
万
三
百
九
十
一
月
に
穏
当
し
て
お

智
市
税
に
は
住
民
が
直
接
納
付
す
る
ま
す
。
伎
町
出
一
人
あ
た
む
の
サ

1
ピ

り
、
平
塚
市
勢
伸
長
の
力
強
ぎ
を
数

税
(
市
開
出
税
・
回
定
資
産
税
・
都
市
ス
ハ
決
算
緩
)
は
一
万
}
千
二
百
十
宇
が
い
い
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
み
る

計
溜
税
)
と
翻
接
的
に
納
め
る
よ
う
八
円
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
住
民
一

こ
と
が
で
き
ま
す
。

に
な
っ
て
い
る
税
ハ
市
た
ば
こ
消
鐙
人
あ
た
り
の
納
税
額
五
千
五
百
六
十
曹
市
が
大
宮
本
題
設
的
事
業
を
行
う

税
・
電
気
ガ
ス
税
)
と
が
あ
り
ま
す

a

一
ニ
円
の
約
二
位
仰
の
行
政
サ

l

ピ
ス
を
持
、
多
額
の
事
業
裂
が
必
要
で
こ
れ

一
一
一
十
六
年
度
の
こ
れ
ら
の
市
税
収
入
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

を
一
年
度
内
に
支
出
す
る
こ
と
が
市

の
合
計
額
は
六
億
一
千
一
一
窓
九
十
四
軍
財
政
に
投
資
的
経
費
が
大
き
い
民

の
財
政
の
運
営
に
支
鶴
が
あ
る
よ
う

万
余
円
に
な
り
、
住
良
〕
人
平
均
京
喝
を
し
め
て
い
る
こ
と
は
、
建
設
事
本
場
合
は
、
政
府
の
一
許
可
を
受
け
て

千
五
百
六
十
一
一
一
回
一
宇
約
め
て
い
た
だ
業
が
多
い
こ
と
で
学
校
、
市
営
住
宅
安
い
利
息
の
借
金
を
す
る
こ
と
が
で

い
た
こ
と
に
本
担
ま
ナ
。
こ
の
数
字
公
民
総
攻
ど
の
市
有
財
産
が
ふ
え
て

き
ま
す
。
こ
れ
を
公
僚
と
い
い
、
毎

は
市
内
の
会
社
、
工
暗
闇
ー
か
納
め
た
大
い
嘗
ま
す
。
本
市
は
こ
の
数
年
「
消
年
度
定
め
ら
れ
た
金
額
を
返
済
し
て

ロ
の
税
金
か
ふ
く
ま
れ
℃
い
ま
す
の
費
的
経
識
を
お
さ
え
て
投
資
的
経
費
い
く
し
く
み
で
、
返
済
金
平
和
怠
や

で
実
際
に
は
も
う
少
し
下
廻
る
額
に
の
摺
大
を
は
か
る
」
慰
政
方
針
を
堅
公
演
費
と
し
て
市
の
予
算
に
明
ら
か

怠
る
わ
け
で
す
。
持
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
市
有
財
産
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
一
一
十
六
年
度
末

曹
三
十
六
年
度
の
一
般
会
計
の
支
出
は
飛
躍
的
に
み
え
、
三
十
六
年
度
末
現
の
公
僚
の
来
返
済
額
は
二
億
七
千

決
算
額
は
十
一
億
六
千
三
一
日
凶
十
一
一
の
市
有
財
産
は
二
十
三
億
一
一
一
千
三
宮
五
百
九
十
一
一
一
万
余
円
で
、
年
度
内
に

万
余
円
で
市
は
住
民
に
一
般
会
計
だ
二
十
六
万
余
向
に
の
ぼ
り
、
三
十
五
返
済
し
た
額
と
利
息
の

A哀
れ
か
一
一
一
千

け
で
こ
の
金
額
の
人
的
、
物
的
な
サ
年
度
末
の
十
六
億
一
一
一
千
四
百
四
十
一
一
一
五
百
六
十
一
万
余
円
で
し
た
。

;
ピ
ス
を
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
万
余
円
に
兆
較
し
て
六
億
九
千
六
百

一
郎
、
旭
地
区
笠
ニ
分
の
一

税
の
二
倍
の
サ
ー
ビ
ス



(10万円以下の事業は省路数字は万円単位〕

軍役所費関係~389740

市庁舎建設費~1618、市民センター建設饗

~22780 

司n再防重量関係~89690

第15 ・ 18 ・ 21分団庁舎新築~289、 指防ポ

ンプ自動車購入~164、 数急白翫車鰭入~

110、消防井戸新設~155、消火桧設題~160

分間敷地土留・河川せき止・貯水槽材相~

110 

曹土木費関係~1985580

市道 9号線防じん銃装~57、市道平塚大磯

海岸線舗装~19 '市道中盟主地内防じん対装

~11、市道南町還lJ・ 3号線防じん缶装~

25、市道10号線問じん舗装~49、市道3i1!tr

細道線防じん舗装~49、 競音橋新設~591

側溝新設~775、 市道笛真土中原線改良~

175、市道古JH線改良叫352、市道寺田縄飯

島線改良~234、市道徳'"'公所線改良~235

古道古王室土菌陀線改良円以32、古真土中原線

ほか 2線路盤設計委託制~29、古川線ほか

2線部員設計委託桝~29、コンポスト 4号

線ほか 1 線lf.ìL盤委託制~26、道路用地買収

霊童~354、 道路新設改良補償金補てん金~

707、 道路新設政良事務費~46、県道公所

大磯線開発道路事業負担金~80、県道八王

子平塚線舗装負担金~125、 i県道伊動原級

沢線舗装負担金~75、県道大弘吋戸勢主主線路

発道路事業食塩金~102、 県道下車日展平塚

線開発道路事業負担ヨ円~75、金田排水路ごと

留~40、座禅I11護岸~30、 IUl排水路改良~

20、排水路局部改修~15、須賀久領平塚中

学佼線餓装~289、 須賀打越羽衣線街路部i

裟~370、馬入 1 号線街路新設~435、東浅

間大島線街路舗装~348、 大久保公関前i車

む舗装~177、臼 i車部i車り鍛装~44、東浅間

大島線街路築滋~224、 平塚海岸伊勢原線

街路築造~363、 南仲線街路事車道草 (2 期)

~63、海岸衛{中線街路築造c1鈎) "--45、

平家海岸伊勢原線桃浜町消妨井戸新設~

140、松風町〈須賀打越:sJ'J::&線) 倒産主補修

~14、海岸南仲線街路築造，、049、平塚海岸

伊勢原線道路敷地買収費~42目、 街路築造

に伴う鶴償制~241、 平塚海岸南{中線問立

体交叉取付道路・付帯設計委託制-100、

平塚駅花水I11河口線開盤委託料~17、街路

整備事業事務費---43、下水道新設-1125、

第 7 号排水路改修~195、 後谷排水路補強

~43、下水道諮委託糾~50、下水道新殺事

務費~13、安公鼠八彊咲公盤整備~20、部

南平レストハウス便所箆根三世道.......32、椴南

平霊軍縮~234、 工業団地徳助幹線 1 号排水

路新設~210、 :工業団地 2号線街路築造~

294、工業団地 5 号線街路察造~102、工袋

路地 1 号線街路築造鍛 1 工広~196、 同第

2 ヱ1Z~478、 工業問地入口線街路舗装~

19。、 工業団地 2琴線街路仮設}刻、むつ

かし掘改修-327、 工業団地入口線舗装~

44、工場排水 1 ・ 2 エ1Z~463、 宿íj3 ・ 4

工区-141 、

昭和 37年度前

513 

幡工業団地 1 号線街路築造用地震収資~

35、むつかし堀改修上作稽償---29、工業湿

地 1号線街路察造物件移転繍償~16、平塚

市戦災復興事業負担互金~3208、都市改造事

業衛償料~35、水防金庫新設内-'25、昭和36

年災害復!日事業~506、 昭和36年災響復!日

市単独響楽~322、失業対策事業~37450

曹教育策関係-172297

立陽中学校校舎整館事業繰越分~2425、太

洋中学校校舎整備~78T、 大野中学校校金

銭辞書~1612、 神田中学校佼舎軍軍備~578、

土沢中学校校舎整備~M3、 中原小学校校

舎整備1246、浜岳中学校用務員室改築~

66、各校電気改修-195、大野小学校足首t場

・手洗湯・械設匿--'3ó、間隔小学校水道施

設へ020、城島小学校水道施設-19、農回幼

稚富盟数地質収費--287、 各校佼地主軍備事業

-291、察喜善小学佼佼舎整備-1l23 ，江器量中

学校校舎~1828、浜岳中学授屋内海動場~

972、浜岳中学校校舎--26、 花水公民館~

5官7、金田公民館-456、四之宮公民館~

247、既設公民館迫害車・備品~94、見附台体

育館重装備叫3299、高浜高校屋内体操場整備

寄付金~448。

軍主士会および労働施設費繍係"-'204fíl

第 1 喜重市営住宅建設-452、 第 2 種市営住

宅建設~1477、市営住宅水道施設費負担金

~44、愛のともしぴ設鐙~"GO。

曹保健衛生費関係-105510

じんかい収集車潜入"-'258、 し尿王室抑車購

入~102、散水車購入---370、し尿運佼車車

鼠-65、大神火草車場用地整地盤工['-">2580

曹産業経済関係~514970

有線放送施設事業助成金~156、 寝室フレ

ームハウス助成費"""29、金問 111滋君主工事調

査官寄付金~50、馬入土地改良事業補助金~

838、大野土地取良事業繍助金--1397、ø:il之

宮土地敬良事業補助金"""'300、 金巨 I11沿岸

土地改良事業構勃金~百号、別名土地改良事

業繍助金-56、上平塚土地敬良事業補助金

-37、相撲111西部土地敬良事業街助金~

126、金目Ili堰堤工事調査補窃j会~16、大島

日音聖書排水禍勧金~49、大城かんがい排水補

助金-38、豊田かんがい排水矯勧金-45、

八木関分水車幹線工事補助金-26、隠村踏

襲排水補助金~84、県費補助j、規模土地改

良事業徳助金~307、 農業用施設災主害復旧

補助金-22、市単独規模災害復旧補助金~

140、市有貸付種牛・筋;購入費.......，87、君主牛多

額化施設改善害補助金~15、漁潜改修事業負

担金--'540、魚市場上屋場改築~240、肉m主

用モデル豚舎補助金-[2、紫、滋較持補修負

担金----250、水産加工施設整備補助金--15 、

水産業協間施設設霞助成金~錦、沼南平小

裂焼却炉へ0[5

曹財産費関係-5027

霊額敷地質収費-326 、 江陽中学校敷地に

ともなう立木・建物払下費~13、道路用地

買収資~127、霊園敷地立木質収資-290

す諸支出金関係~7450
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て〉らひ報広昭和 38年 1 月間民

話塁
合に金
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笛
民
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金

納
付
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会

加
入
の
お
す
す
め

51 毒

@縦覧時間毎8前8.30-後 5.00

@縦覧場所説事堂内選管事務時

@名簿に載るべき人の資格

おおむね①本市に住所を有する

昭和lH3 月 6 臼以前

に生まれた者。

② 1 反歩以上町農地に

ついて耕作の業務を官

む省、もしくは、その

同居の続族または配偶

詣で、年間むおむね60

日以 i 耕作に従事する

拾

@今年は農業委員の改選期て今あり

1，薄に毅ゥていないと投票でき

ません。縦覧期間中によくた L

カめて救勺ていない場合は申出

て下さい。

@広事賄日立広告り式とし、カ ι ト

を入れる@

J心覇日ここ、と

室〔毎月 2回〉

。だれにも言え 鱒幅』轡糠曹

ないあなたの悩 frI- 下軍

み、心配ごとを と4 ペ綴
そっと訴えてい援ゐ 泌

すこだく。 聾畿麹験ト穐~ぬ

とき・毎月 ~11 醸畿鐙頭郡 部4

2 月曜 9n.ló-15il年

ところ・ 0 匂 e 福祉事務所応接室

対人民生委[lほか
，身のうえ・陸康・家庭

.住居・版業・結婚・生活・教育

その他精神的絞済的問題なんでも
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制
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・
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小
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、
マ
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長
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山

口
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太
郎
(
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井
出
一
成
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日
目
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野
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弁
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(
印
日
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今
井
元
男
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別
)

マ
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・
金
子
度
之
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刊
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潤
(
m
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谷
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抽
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(
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問
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義
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u、
柏
木
栄
(
幻
〉

上・神奈中山口
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寮当時自治会長

山下氏下・山

崎舎髭
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て害て様五がのて湯な 檎
あといに十めど、私添いうの建が域

そ実そ語握手突嘉室君主車産智驚票
差長雇員単ぺ事ピ望丸善害 R j 皇霊
宅堅議堅議委琴喜晃三返石 ZR 讐吾
、と在豆向カヨ合一人隠るののと八あ続
診書にけ?わ渡クに c 午飾思十るさ
療かはら皆せりラ坐 後りえに の
所れ「れーでなブし のもる近こ一

作者にい常造でつったまつもき

ます警弓警告 2 喜喜重去三費出
主こをあの結。いのを横るそい
さきえしの日わ臼日一秘し。うた
っての清光れ味 02:$ めわひ志の
て嘗ぎにが、勝思ーてがたおだ
い庁、、売はちい本い家、もそ

るも幾あ主主げの出にるをにもう
。の獲の色上重量が土。守深ちだ
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主ょのな映た毛くた〈つ刻た郎
はろ E乱じえ盟買がぎたれづみたjbJ
7ぜこ雨りてに無れかだけこょに

32555E22 信号室事長
こ発大塚しでき ζ っぺんう去の
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主主芸事よ雪量 ZA 品よ需主案

22153!?? 弓 ;25 弓
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工広報特漉轟乱
項
に
も
一
一
説
明
し
た
よ
う
に
、
市
内
各
地
に
、
い
ま
老
人
ク
ラ
ブ
が
誕
生
レ
て
い
ま
す
。
茶

の
み
で
お
念
仏
だ
け
で
な
く
、
あ
た
b
し
い
時
代
の
空
気
を
す
う
老
人
の
つ
ど
い
と
し
て

人
生
の
考
九
万
や
、
老
人
の
健
康
、
た
の
し
み
方
の
工
夫
だ
け
で
な
く
、
ち
か
く
老
人

大
学
も
開
請
さ
れ
、
こ
れ
に
参
加
す
る
の
だ
と
い
う
。
今
月
は
こ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、
城
県
何

者
人
フ
ラ
ブ
を
訪
れ
て
み
ま
し
た

c

で.30 自の会毎月 10 日

515 
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に

山
本
九
兵
稲
(
土
沢
〉

縮
問
)
、
鈴
木
平
治
ハ
土
沢
)
、

太
重
〈
土
決
)
、
騎
谷
地
男

小
泉
英
一
一
一
ハ
金
田
)
今
持
続
彦

塚
)
、
金
子
寅
次
ハ
須
賀
〉
、

武
吉
ハ
須
賀
)
、
鳥
海
援
次
部

資
〉
、
高
甚
一
商
店
店
須
賀
〉
、

支
部
翁
害
湯
川
銀
蔵
(
調

官
官
窓
共
進
会
関
係

・
マ
乳
牛
米
緩
謹
一
一
揖
・

優
等
…
巻
博
ハ
土
沢
〉
、
守

牛
宋
緩
謹
二
類
・
柏
木
英
治
〈
金
一

マ
乳
牛
経
謹
沓
浅
両
国
功
ハ
土
決
〉

マ
師
出
来
経
産
・
問
問
中
元
治
ハ
回
目
附
)

マ
鶏
・
柏
木
議
岳
出
ハ
平
塚
〉

加
藤
勝
義
(
土
日
目
U
、
昭

二
等
.
田
勝
治
ハ
金
同
国
〉
、
世
口
開

閉
山
太
郎
(
金
田
)
、
梅
田
原
公
司
ハ
中

沢
)
、
松
聞
出
器
い
百
円
金
同
国
〉
、
猪
日
間

慣
宮
(
十
一
問
。
、
山
田
一
男

2
5

山
口
雄
ハ
羽
〉
、
原
田
章
太
郎
会

野
)
、
加
藤
寿
治
ハ
岡
崎
)
、
熊
相

勝
久
(
関
陣
)
、
秋
山
穏
治
(
城
島
〉
一
一
月
一
一
一
十
一

片
倉
義
久
(
組
盟
国
)
、
野
川
九
八
一
送
局

9

優
秀
農
策
の
町
ヂ

ハ
土
沢
)
、
山
田
清
(
城
島
〉
、
一
指
鳶
の
こ
と
。

一
ま
す
。
今
夏
も
す
ぐ
草
で
煙
突
一
お
答
え
最
近
署
員
加
に
道
路
か
ら
一
一
一

M
以
上
、
建
物
か
ら
十

の
火
が
つ
吉
小
火
を
出
し
ま
し
て
何
U
i
建
物
の
付
近

M
以
上
磁
し
て
積
む
よ
う
指
導
し
ま

も
え
ま
し
た
。
盤
鶴
だ
か
ら
よ
か
に
農
家
の
積
む
ら
が
穣
ま
れ
て
い
る
し
た
。
さ
ら
に
湾
調
査
を
行
な
い
未

←
っ
た
の
で
す
が
夜
だ
っ
た
ら
ゾ
ツ
と
こ
ろ
が
多
く
な
り
、
と
の
絡
む
ら

処
逗
の
も
の
に
対
し
て
は
現
夜
撤
去

ト
し
ま
し
た
。
時
間
火
の
方
で
は
道
か
ら
火
災
が
発
生
す
れ
ば
付
近
の
建

す
る
よ
う
指
導
中
で
ナ
。

が
何M
Mは
い
っ
た
所
と
嘗
め
で
あ
物
に
延
焼
す
る
危
険
も
考
え
ら
れ
ま

る
そ
う
で
す
が
、
も
っ
と
て
つ
て
一
ナ
。
こ
の
た
め
日
、
消
防
本
部
で
は
、
ハ
消
防
本
部
)

一
い
し
て
く
だ
さ
い
。
産
雇
用
道
路
の
広
報
紙
よ
友
ど
を
通
じ
て
農
家
に
協
ど
ぷ
ぎ
ら
い
の
水
に
つ
い
て
は
損
当

宇
田
山
側
に
つ
ん
で
あ
る
ド
プ
ぎ
ら
い
一
カ
を
呼
び
か
け
て
い
ま
ナ
。
昨
年
末
胃
庁
で
あ
る
神
奈
川
県
平
塚
土
木
事

Jの
山
を
皐
く
一
何
と
か
し
て
下
ざ
い
一
に
は
、
消
防
間
帯
買
が
市
内
全
域
の
時
刑
務
所
に
逮
絡
、
阜
急
に
か
た
ず
け
る

一
選
福
が
せ
ま
く
て
歩
け
ま
せ
ん
。
今
む
ら
枯
草
等
を
調
査
し
、
妨
火
ヒ
危
ょ
う
依
頼
し
て
お
吉
ま
し
た
。

四
之
宮
沼
周
富
子
(
投
醤
〉
一

4

換
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
(
係
〉

ν 

も

つ
り
d
m
w

と
共
進
会

秋
山
勇
(
城
島
)
、
川
口
七
郎

但
)
、
金
子
繭
子
〈
祭
出U、

農
作
〈
土
決
〉
原
安
太
郎
ハ
土
沢
)

秋
山
橋
治
(
成
島
〉
。

こ

の

の
指
導
を
中
学
生

二
年
男
子

しE重々造営友ど行ったという。

校正傍に小撃がある。 E吉行寺

といい恵心開ffjUと伝えている。

鐙擦蛍の釣長童は寛永15戊寅年

9月吉尽の鋳で作者は足柄上郡

のおな進職ナ留し穏たてのけに畠 都
でといめを。った本い何でなも房間怠
1:をo.:?'f孝君主て援豹 ι 牛ナヤ気 ijj : (, :苓

?2 き 5552E 安き 2 祥事 3 字詰
大てら、年山県にもやとい時ゼ'"一白主昌

幸 2 与早雲でず適、りしる警え語霊察
しのか31: r __醐鶴馳 } つ?でをか
てでわ奇襲し 媛務懇懇饗レ噛よ い鮭ナ尋 b 教研市

右六合警就欝乾持議論言語ぞ露 警護警

導~ t手もや v轍協調議長野" に:;;定室富職

法ZH 札関門 552 喜善雪
ま葺差すの主主 早 ÌË がの検

努す寝か 1宇号室警られずくもしくな現持費て識

i 背42i 亙 gzE説 5 き?署長 25
縮 努品点宮善問 E 寵さ警妻率六完費量器ど
霊 童手宅 E 警震ま選宅五撃事量ご夏草竜三

人口総融 117 ,123 

世帯総散 26 ,501 

市城高積 G7.88Km2 

人口曹度 1.725 

前月比・殺す葬場 98 

人口社会増 115 自然増 100

本庁 72.839 (世帯17 ， 629)

大野 21.367 (" 4 ,568) 

衿自白 ム636 (11 970) 

域島 1 ， 918 (" 340) 

問時 1.554 (" 278) 

金問 2， 187 (fI 436) 

;g 4 、 374 (If 869) 

土訳 3，剖9 (f! 620) 

金笥 4 ， 439 (If 791) 

12月 1 日現在一

こ ζあたり箆に見由主5ものみな涼し......

芭獲の句碑とつりがねなもつ昭崎神社

抗告

でに前 3 ヶ月分を約めるようになっています。

甲骨20オに透した方で公的年金制度に加入していな

12月分の保険料を

い人i立、国民年金に加入しなければなりません。

その屈はお王手く年金係、支所出張所の窓口へ。

事者今月 l土第 3検認月て 10丹、 1 1 月


